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今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

女
性
相
談
員
が
対
応
し
ま
す

10
月
の
強
化
月
間

「
不
正
軽
油
撲
滅
」に
つ
い
て

情
　
報

　
が
ん
に
関
し
て
の
知
識
を
深
め
、

共
に
考
え
る
為
の
イ
ベ
ン
ト
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
時　

10
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

受
付（
午
後
１
時
か
ら
）

●
会
場

　

南
会
津
町「
御
蔵
入
交
流
館
」

多
目
的･

健
診
ホ
ー
ル

●
対
象
者

　

地
域
住
民
の
皆
様
、医
療
・
保

健
・
福
祉
の
分
野
で
働
く
方

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
込　

不
用（
参
加
料
無
料
）

●
主
催

　

福
島
県
が
ん
診
療
連
携
協

　

議
会
相
談
支
援
部
会

●
お
問
合
せ

　

竹
田
綜
合
病
院

　

医
療
社
会
福
祉
課

　

☎
０
２
４
２（
29
）９
８
９
８

　

県
で
は
、女
性
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

女
性
相
談
員
が
あ
な
た
と
一
緒

に
、問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

・
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）

・
結
婚
や
離
婚
な
ど
家
庭
内
の
ト

ラ
ブ
ル

・
家
族
関
係

・
経
済
面
や
生
活
の
こ
と　

な
ど

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
南
会
津

　

保
健
福
祉
事
務
所

　

女
性
相
談
窓
口

　

☎
０
２
４
１（
63
）０
３
０
５

　

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

女
性
相
談
窓
口

　

☎
０
２
４（
５
２
２
）１
０
１
０

　

県
で
は
、10
月
を「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」と
定
め
、関
係

団
体
と
協
力
し
て
、不
正
軽
油
の

排
除
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で
あ

る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る
目

的
で
、軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混

ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃

料
、い
わ
ゆ
る「
不
正
軽
油
」が
正

常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
・
使
用

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い・
売
ら

な
い・
買
わ
な
い・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提

供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。不
正
軽
油

の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

●
お
問
合
せ

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
０
５

　

℻
０
２
４（
５
２
１
）７
９
０
５

　
　

zeim
u@
pref.fukushim

a.lg.jp

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
１（
62
）５
２
１
４

出
張「
が
ん
相
談
」＆「
特
別

講
演
会
」in
南
会
津
を
開
催

10
月
の
強
化
週
間

「
公
証
週
間
」に
つ
い
て

相
　
談

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は「
公
証

週
間
」で
す
。遺
産
相
続
、任
意
後

見
契
約
、金
銭
賃
借
、不
動
産
賃

借
、離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
、養

育
費
な
ど
の
問
題
は
、後
々
に
も

め
ご
と
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の

取
り
決
め
を
公
正
証
書
に
し
て
お

け
ば
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、権
利

や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

●
お
問
合
せ

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

☎
０
２
４
２（
37
）１
９
５
５

お
知
ら
せ

9
月
26
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

●
介
護
保
険
料（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
２
期
）

●
水
道
使
用
料（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
９
月
分
）



　８月は暑さとともに何かと慌ただしい月だった。盆の帰省客
や成人式、各地区での盆踊りの開催などで心が弾む一方、
時が去ればその反動で気だるさと寂寥感が残る。それでもこ
の夏に開催されたオリンピックでの日本選手の活躍が連日報
道を賑わし、そんな気持ちも少しは和らいだような気がする。
　さて、布沢集落に新しい風が吹いている。宇都宮大学生と布
沢区との交流が始まって早７年。区民と学生達との信頼感は
深まり、交流の輪が広がりつつある。地区の行事や普請への参
加とサポート、農業生産、今年は流しそうめんを準備してお年寄
りに喜ばれた。さらに現在JR東労組東京地本の皆さんが空き
家を譲り受け“山村暮らし体験施設”を整備し活動拠点の準
備中で、今年は森林の分校ふざわの川向かいの荒れていた棚
田を復元され素晴らしい景観が蘇った。もとより“恵みの森”や
“森林の分校ふざわ”など、人気スポットや食事・宿泊ができる
施設があり、来訪者は年 増々加しつつあるが、今回の学生や都
市住民との絆が生まれたのは、集落の人達の生まれ育ったふ
るさとへの存続をかけた熱い思いや活動が引き寄せたものだ
と思う。
　最後に何よりうれしいことは、２組のカップル誕生だ。１組
は素敵な女性が塩ノ岐から布沢に嫁いでくれた。もう１組は
来春に遠く福岡県から布沢の青年に嫁いでくる（５年前の
豪雨災害が縁の始まり）。
　“青年に祝福！”“嫁さんに感謝！”
　「末端集落」と言っていた地域が、まさに「先端集落」に向
けて走って欲しいと願う。

〈8月分〉
「末端集落から先端集落へ」

只見町長　目黒　吉久

町長の手帳
 １日 朝日財産区管理会委員辞令交付、
  只見町議会8月会議
 ２日 国道289号建設期成同盟会正副会長会議（東京）
 ３日 朝日新聞社取材
 ４日 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  南会津地方環境衛生組合管理者会（南会津町）
 ５日 福島県治水・砂防協会役員会及び総会（福島市）
 ６日 沼沢湖水まつり（金山町）
 ８日 会津縦貫道整備促進に係る中央要望（東京）
 ９日 民進党移動政調会
 １０日 ＪＡよつば専務来庁、阿賀川河川事務所長来庁、

県民税完納感謝状贈呈式、
  只見川電源流域管内首長情報交歓会（柳津町）
 １２日 農業委員会委員辞令交付
 １５日 只見町成人式
 １６日 河井継之助墓前祭
 １８日 県知事との意見交換、いわき光英氏来庁
 １９日 季の郷湯ら里取締役会、
  水の郷うまいもんまつり実行委員会
 ２２日 国道289号建設期成同盟会新潟県内要望（新潟

県庁等）
 ２３日 9月補正予算査定、
  極上の会津プロジェクト協議会臨時総会（会津若松市）
 ２５日 エコパーク連絡調整会議、
  県公立学校退職校長会要望
 ２６日 国道289号建設期成同盟会総会・事業説明会・中

央要望（東京）
 ２７日 人と自然をつなぐ講演会
 ２８日 福祉の里夏まつり
 ２９日 南会津地方環境衛生組合定例議会（下郷町）、
  元只見町議会議員 故 岩渕正明氏告別式
 ３０日 只見川河川整備促進期成同盟会県要望活動（福

島市）～中央要望活動（東京）～31日

せきりょうかん

　

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。借
金
問
題
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
解
決
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

●
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

●
電
話（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

　

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

　
「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う
」「
日
本
の

財
政
を
考
え
よ
う
」「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被

害
防
止
」な
ど
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。講
演
料
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

総
務
課

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
３
０
１

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
よ
り

ご
案
内

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

「
出
前
講
座
」



あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★その他にも図書室にはたくさんの本が置いてあります。リクエ
ストも随時受付けていますので、ぜひご利用ください。

人　口　４，４１３（－　３）
　男　　２，１６１（±　０）
　女　　２，２５２（－　３）
世帯数　１，８１４（－　２）
高齢化率　　　　４４．８０％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　７　転出　４　出生　３　死亡　９

（7月26日～8月25日届出分）敬称略

平成28年8月1日現在

▽
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
区
間
の
開
通

を
見
据
え
、
只
見
町
と
三
条
市
の
交
流
が

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
津
工
場
と
㈱
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
の
技
術
連
携
、
そ
し
て
㈱
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
に
よ
る
只
見
町
版
ア
ウ
ト
ド
ア

の
提
案
が
な
さ
れ
、
着
々
と
開
通
へ
の
準

備
・
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
16
日
に
は
、
八
十
里
越
を
通
り
只

見
町
で
亡
く
な
っ
た
河
井
継
之
助
の
墓
前

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
没
後
１
４
８
年

の
現
在
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
八
十
里
越

し
を
通
じ
て
新
潟
県
と
の
絆
が
強
い
と
感

じ
ま
し
た
。
只
見
町
と
新
潟
県
の
希
望
の

路
が
早
く
開
通
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

（
三
瓶
）

只見振興センター
図書室☎82-2141

只見振興センター
浅野リサ

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
　　家　チヨコ 87歳 黒　谷
皆　川　光　雄 85歳 只　見
本　名　一　二 80歳 福　井
目　黒　清　三 92歳 熊　倉

■お誕生おめでとうございます
酒　井　希乃花（女／一行・敦子）黒　谷
三　瓶　乃々葉（女／真人・恭子）楢　戸
吉　津　莉　子（女／智之・裕美子）長　浜

の の か

の の は

り　　　 こ

二軒在家　印南　春樹♡赤塚美由紀　二軒在家
布　沢　大竹　隆二♡志水　友香　福岡県

■ご結婚おめでとうございます

　ガンで、残り少ない命を覚悟
した母親が、5 歳の幼き娘に伝
えたのは、ひとりでも生きていけ
るための力 ! ベストセラーとなっ
た原作『はなちゃんのみそ汁』
（文藝春秋）。24 時間テレビでも
ドラマ化された感動の実話が、
親から子へと読み継がれる絵本

になりました。はなちゃんのみそ汁レシピつきです !
　この絵本は食育、生きる力をテーマにしたお話でとても良
い本です。

魚戸おさむ/著（講談社）

★ポイズンドーター・ホーリーマザー

★はなちゃんのみそ汁

　女優の藤吉弓香は、故郷で開
催される同窓会の誘いを断った。
母親に会いたくないのだ。中学生
の頃から、自分を思うようにコント
ロールしようとする母親が原因の
頭痛に悩まされてきた。同じ苦し
みを抱えた親友からの説得もあっ
て悩んだのだが……。そんな折、
「毒親」をテーマにしたトーク番組
への出演依頼が届く。（「ポイズン
ドーター」より）

　呆然、驚愕、爽快、感動―さまざまに感情を揺さぶられる圧
巻の傑作集！
　すべて一人称の話口調で書かれていて、湊かなえさん独特
の雰囲気でジワジワと怖さが増していく作品になっています。

湊かなえ/著（光文社）


